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令和元年度後期技能検定「光学機器組立て作業」の実技試験開催
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令和元年１２月７日(土)、８日（日）、１４日（土）に、港区芝公園の機械振興会館会議室において、令和元年度後期技能検定「光学機器組立作業」が実施されました。
今回の受験者は、１級　１５名、２級　２２名、合計　３７名となりました。
各社の内訳は次の通りです。
オリンパス㈱　　　　　 １級：　０名　　２級：　１２名　　合計：　１２名

キヤノン㈱　　　　　　 １級：　６名　　２級：　　２名　　合計：　　８名

㈱トプコン　　　　　 　１級：　１名　　２級：　　１名　　合計：　　２名

㈱ニコン　　　　　　 　１級：　６名　　２級：　　１名　　合計：　　７名

その他　　　　　　　　　１級：　２名　　２級：　　６名　　合計：　　８名

（合　計）　　　　　 　　１級：１５名　　２級：　２２名　　合計：　３７名

オリンパス㈱、キヤノン㈱、㈱ニコン、その他４社からの受験者がございました。
木下首席検定委員他４名の検定委員の方々、また各社からご出席頂いた補佐員の方々の多大なるご尽力により、無事終了することができました。この場を借りて、お礼を申し上げます。
また、２０１９年２月に開催予定の実技試験に関する検討会にて、来年度の技能検定試験に向けて万全の準備を進める予定です。尚、器材点検は、２０１９年３月に予定しております。
令和元年度JIS原案作成委員会
　
令和元年１２月１７日(火)午後、港区芝公園の機械振興会館会議室にて、令和元年度JIS原案作成委員会が開催されました。
議題及び議事録は、以下の通りです。
1． 日　時　：　令和元年12月17日（火）　13：00～15：00

2． 場　所　：　機械振興会館　６階　６２会議室

3． 出　席　：　
渋谷委員長、富岡主査、三浦委員、瀧谷委員、中村委員、向井委員、上窪委員、伊藤委員、遠藤委員、

関係者：経済産業省　木佐貫様（国際標準課）、今井様（産業機械課）
オブザーバ：吽野様、松山様、齋藤様
事務局：茂木
4． 対象規格：　　JIS B0090-6(ISO　10110-6)、JIS B0090-7(ISO　10110-7)、
JIS B0090-9(ISO　10110-9)、JIS B0090-11(ISO　10110-11)
5． 議　題　：　
①対象規格の確認
→済

2 日程計画
（→省略）
3 分担確認
JIS B0090-6(ISO　10110-6)
→瀧谷様
‐図面は、三角法にて記述する
‐基本的には、図はCADにて記述、但し、コピーも一定の品質が保
たれればOK

JIS B0090-7(ISO　10110-7)
→中村様
‐用語の定義に、インターネットのアドレスは、不可

JIS B0090-9(ISO　10110-9)
→遠藤様
‐付属書A（JIS B7080－1：2015）は、JSAに依頼

JIS B0090-11(ISO　10110-11)
→富岡様

4 原案作成要領の確認
‐JDT2019をダウンロードして使用すること
‐Z8301を参照すること
‐JIS作成の手引きを使用すること
‐図と解説は、後からでも良い

5 その他
‐次回は、３月１７日（火）１３：００～
‐検討資料は、３月３日（火）に事務局より配布


　中央技能検定委員会

令和元年１２月１８日（木）に、新宿区西新宿のAP西新宿ビルの会議室において、令和２年度技能検定に係る職種（作業）の中央技能検定員会が実施されました。
職種：「光学機器製造（光学ガラス研磨作業）」

議題は、以下の通りです。光学各社から委嘱を受けたオリンパス、富士フィルムオプテイクス、キャノン、トプコン、ニコンの中央技能検定委員が出席されました。
当協会からは、事務局長が出席いたしました。
議題：

（1） 技能検定制度について
（2） 試験問題の作成方針について
（3） 試験問題の作成分担について
（4） その他
有害物ばく露作業報告対象物（令和２年対象・令和３年報告）について
　　　　　　　　　　　　　　　　（基安発１２０５第１号）




　　（令和元年１２月5日）

令和元年１２月５日付で、当協会会長宛に、厚生労働省労働基準局安全衛生部長より、「有害物ばく露作業報告対象物（令和２年対象・令和３年報告）」を受領いたしました。

（以下抜粋）
　化学物質対策に係る行政の推進につきましては、日頃から格段のご支援、ご協力をいただき厚く御礼申し上げます。
　労働安全衛生規則（昭和４７年労働省令第32号。以下、「安衛則」という。）
第９５条の６の規定に基づく報告（以下「有害物ばく露作業報告」という。）は、事業場における労働者の有害物へのばく露の状況等を把握し、その評価等を行った結果、ばく露によって健康障害が発生するおそれのある場合には、必要な措置を講じていくことを目的としたものであり、化学物質対策を効果的に進めていく上で必要なものとして平成１８年から行われています。
　有害物ばく露作業報告の対象となるものについては、労働安全規則第九十五条の六の規定に基づき厚生労働大臣が定める物等（平成１８年厚生労働省告示第２５号。以下「告示」という。）により定められていますが、本日、告示の一部が改正され、令和２年１月１日から同年１２月31日を対象期間とする有害物ばく露作業報告（報告期間は令和３年１月１日から同年３月３１日まで）の対象となる物が新たに定められたところです。
　つきましては、本制度の趣旨をご理解の上、本制度が円滑に運用されるよう貴団体の会員または傘下事業場等に対して下記の事項について周知頂き、有害物ばく露作業報告の対象となる事業場において適正に有害物ばく露作業報告がなされるようご協力をお願いいたします。
「労働安全衛生法関係の届出・申請等帳票印刷に係る入力支援サービス」
の稼働について
　　　　　　　　　　　　　　　　（基安発１１２９第２号）




　　（令和元年１１月２９日）

令和元年１１月２９日付で、当協会会長宛に、厚生労働省労働基準局安全衛生部長より、「労働安全衛生法関係の届出・申請等帳票印刷に係る入力支援サービス」
の稼働について」を受領いたしました。

（以下抜粋）
　労働安全衛生行政の推進につきましては、平素より格別のご理解、ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　厚生労働省では、１２月２日より、労働安全衛生法関係の届出・申請等帳票印刷に係る入力支援サービス（以下「サービス」という。）の稼働を開始する予定です。
　本サービスは、利用者が労働安全衛生法関係の届出・申請等の帳票を作成・印刷する際に、①誤入力・未入力に対するエラーメッセージの表示、②添付書類の漏れに対する注意喚起、③過去の保存データを用いた入力の簡素化等を行うものであり、利用者（帳票作成者）の利便性の向上を図るとともに、帳票作成時に入力内容の形式審査を行うことにより労働基準監督署における帳票の受付、点検等の業務処理の効率化をはかることを目的として開発したウエブサービスです。就きましては、貴団体会員向けの周知広報にご協力くださいますようお願いいたします。
　https://www.chohyo-shien.mhlw.co.jp/
以
令和元年１０月生産・出荷統計
	
	生　　産
	受　入
	出　　荷
	月末在庫

	
	数　量
	金　額

(百万円)
	数　量
	販　売
	その他
	数　量

	
	
	
	
	数　量
	金　額

(百万円)
	数　量
	

	デジタル
カメラ
	248,726
(0.96)
	11,403
(0.82)
	401,517
(1.05)
	252,207
(0.80)
	13,184
(0.87)
	401,614
(1.18)
	119,912
(0.48)

	フィルム

カメラ
	6,735
(0.76)
	6,568
(0.78)
	5,921
(0.87)
	7,414
(1.00)
	7,322
(0.98)
	5,554
(0.76)
	10,291
(1.09)

	交換レンズ


	205,182
(0.78)
	10,997
(0.75)
	169,684
(0.93)
	322,490
(0.84)
	13,378
(0.81)
	30,443
(0.59)
	605,463
(1.24)

	光学・精密
測定機
	25,336
(0.75)
	5,137
 (0.78)
	-
	25,084
(0.84)
	4,912
(0.76)
	-
	37,141
(1.22)

	光分析機器

	14,653
(1.03)
	 17,938
(0.88)
	-
	14,386
(1.01)
	17,514
(0.88)
	-
	6,692
(0.85)

	測量機


	4,864
(0.86)
	743
(0.71)
	-
	5,105
(0.60)
	893
(0.71)
	-
	11,777
(1.18)

	合　計


	  -    

	52,786
(0.81)
	-
	-

	57,203
(0.86)
	-
	-



(　　　)内は、前年度比

注） 「受入」:調査期間中に工場または倉庫に次の事由により受入れられた製品の数量

（1） 他企業から購入したもの(輸入を含む)

（2） 同一企業内の他工場から受入れたもの

（3） 委託生産品及び委託加工品を委託先の工場から受入れたもの

（4） 返品(戻入れ)されたもの　
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